
これまでの状況

対象となる自動運転のイメージ

2019年6月、国連WP29（自動車基準調和世界フォーラム）において、自動運転のフレームワークドキュメント（自動運転車の
国際的なガイドラインと基準策定スケジュール等）に合意。

日本は、WP29傘下の専門家会議等において共同議長等の役職を担い、官民オールジャパン体制で議論をリード。
2020年6月に開催されたWP29本会議において成立。

自動運転システムが作動中、乗車人員及び他の交通の安全を妨げるおそれがないことについて、注意深く有能な運転者と

同等以上のレベルであること。

運転操作引継ぎの警報を発した場合において、運転者に引き継がれるまでの間は制御を継続すること。運転者に引き継が

れない場合はリスク最小化制御を作動させ、車両を停止すること。

運転者が運転操作を引き継げる状態にあることを監視するためのドライバーモニタリングを搭載すること。

不正アクセス防止等のためのサイバーセキュリティ確保の方策を講じること。

自動運転システムのON/OFFや故障等が生じた時刻を記録する作動状態記録装置を搭載すること。
上記の要件について、シミュレーション試験、テストコース試験、公道試験及び書面を組合せて、適合性の確認を行うこと。

（例： 他車の割り込み等が起こりうる状況において、注意深く有能な運転者の反応速度や制動力等のモデルに基づいて回

避可能と考えられる衝突を、当該自動運転車が回避できることを確認。）

渋滞時に自動運転
（レベル３）開始

渋滞解消または
出口接近時に
自動運転終了

自動車専用道かつ

中央分離帯等によ
り反対車線と物理
的に分割された道
路でのみ作動

主な要件

同一車線におい
て前車に追従

自動運行装置※の国際基準の概要（※高速道路における60km/h以下の車線維持機能）
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